
    「
本
文
編
」
入
門
ノ
ス
ス
メ 

　
今
回
発
刊
し
た
『
播
磨
新
宮
町
史
』

本
文
編
に
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
の
新
宮
町
の
近
現
代
の
歴
史

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
長
い
歳
月
を
経
て
編
ま
れ
た
こ

れ
ら
市
町
史
は
、
と
て
も
分
厚
く
、

文
字
が
多
い
の
で
、
一
見
す
る
と

難
し
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、

じ
っ
く
り
読
ん
で
み
る
と
、
案
外

地
域
の
身
近
な
テ
ー
マ
が
題
材
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、
巻
頭
の
目
次
を
見
て
、

自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
扱

っ
た
小
見
出
し
を
見
つ
け
、
そ
こ

か
ら
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

　
そ
れ
で
は
、「
本
文
編
」
の
内
容

を
少
し
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

近
代
の
新
宮
町
は 

日
本
農
村
社
会
の
縮
図
？ 

　「
本
文
編
」
で
は
、
新
宮
町
の
近

現
代
の
歴
史
を
、「
揖
保
郡
」（
現

在
の
揖
保
郡
で
は
な
く
、
た
つ
の
市
、

太
子
町
、
姫
路
市
の
一
部
を
中
心

と
し
た
旧
揖
保
郡
を
指
す
）
と
い

う
郡
全
体
の
動
き
か
ら
描
き
出
し

て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
か
ら
は
、
廃
藩
置
県
、
学

校
の
誕
生
、
地
租
改
正
、
第
二
次

世
界
大
戦
、
市
町
村
合
併
、
高
度

経
済
成
長
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
時
代
と
向
き
合
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
て
き
た
、

地
域
の
姿
が
み
て
と
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、「
本
文
編
」
と
併
せ
て
、

近
現
代
の
史
料
を
収
め
た
既
刊
の「
史

料
編
Ⅱ
」
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
、

地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人
た

ち
の
姿
が
よ
り
生
き
生
き
と
浮
か

び
あ
が
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

埋
も
れ
た
先
人
た
ち
の
発
掘 

　
さ
ら
に
「
本
文
編
」
で
は
、
旧

町
史
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、

近
代
の
偉
人
た
ち
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。 

　
例
え
ば
、
自
由
民
権
運
動
家
の

田
峰
楳
吉
や
中
井
城
太
郎
、
博
物

学
者
の
大
上
宇
市
な
ど
は
、
町
史

の
史
料
収
集
の
過
程
で
発
掘
や
再

発
見
さ
れ
た
、
代
表
的
な
人
物
で
す
。 『播磨新宮町史』本文編 

た 

み
ね 

う
め 

き
ち 

な
か 

い 

じ
ょ
う
た
ろ
う 

お
お 

う
え 

う 

い
ち 
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特
に
、
多
く
の
著
作
群
の
解
明

に
よ
り
再
発
見
さ
れ
た
大
上
宇
市
は
、

地
方
に
あ
り
な
が
ら
当
時
を
代
表

す
る
博
物
学
者
ら
と
交
流
が
あ
り
、

そ
の
研
究
分
野
も
博
物
学
、
動
・

植
物
学
、
地
学
な
ど
の
自
然
分
野

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
歴
史
に

も
深
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
総
代

と
し
て
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た

際
書
き
残
し
た
記
録
類
は
、
当
時

の
村
の
様
子
を
知
る
史
料
と
し
て

大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。 

　 将
来
の
市
史
編
集
に
向
け
て 

　
以
上
、
新
刊
の
『
播
磨
新
宮
町
史
』

本
文
編
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
き

ま
し
た
が
、
市
町
史
に
記
さ
れ
た

こ
と
は
、
地
域
の
長
い
歴
史
の
中

の
断
片
に
す
ぎ
ず
、
掲
載
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
の
方
が
多
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
刊
行
さ
れ
た
市
町
史
と
と
も
に
、

収
録
さ
れ
な
か
っ
た
古
文
書
や
公

文
書
、
古
写
真
、
民
俗
資
料
、
映

像
記
録
な
ど
の
膨
大
な
史
料
は
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
地

域
の
大
切
な
宝
物
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。 

　 
 

　
町
史
や
市
史
は
左
記
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
手
に
と
っ
て
、

地
域
の
豊
か
な
歴
史
に
触
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

『播磨新宮町史』 各５,０００円 
本文編　（近現代） 
史料編Ⅰ（古代・中世・近世） 
史料編Ⅱ（近現代） 
文化財編（考古・彫刻・美術工芸・石造遺品・歴史資料・ 
　　　　　民俗・建築・近代遺産） 

『播磨新宮町史』全７巻（古代～近世の本文編） ４,５００円 
 
『龍野市史』全７巻 
第１巻　本文編　（自然・考古・古代・中世） ４,２００円 
第２巻　本文編　（近世） ３,５００円 
第３巻　本文編　（近現代） ４,０００円 
第４巻　史料編Ⅰ（自然・考古・古代・中世） ６,２００円 
第５巻　史料編Ⅱ（近世） ※品切れ 
第６巻　史料編Ⅲ（近代） ４,０００円 
第７巻　史料編Ⅳ（現代・民俗・年表） ４,０００円 

『龍野の建築』 　３,５００円 
 
『揖保川町史』全３巻 各５,０００円 
第１巻　本文編Ⅰ（自然・考古・古代・中世・近世） 
第２巻　本文編Ⅱ（近世・近代・現代・農業・民俗・文化財） 
第３巻　史料編　（自然・考古・古代・中世・近世・近現代） 
 
『御津町史』全４巻 各５,０００円 
第１巻　本編Ⅰ　（自然・考古・古代・中世・近世） 
第２巻　本編Ⅱ　（近世・近現代・民俗） 
第３巻　史料編Ⅰ（自然・考古・古代・中世・近世） 
第４巻　史料編Ⅱ（近世・近現代・文化財） 
 
■販売場所 
埋蔵文化財センター、龍野歴史文化資料館 
社会教育課（揖保川総合支所２階）、室津海駅館 
※一部、図書館でも販売しています。郵送での購入希望など
詳しくはお問い合わせください。 
 
■問い合わせ先 
　市教育委員会　文化財課（埋蔵文化財センター内） 
　1 ７５・５４５０ 
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